


車両の進入制御や車線変更、風荷重による転倒防止などの置き基礎用として緊急時
に対応出来る連続基礎ブロックです。仮設用の基礎としても使用できます。

1999年「車両用防護柵標準仕様・同解説」「道路土工・擁壁工指針」の基準改定に伴い、
自動車の衝突荷重を考慮した設計が明記されました。ガードレール自在Ｒ連続基礎ブロッ
クは、道路の安全及び道路環境の改善の為、緊急的に多く施されるガードレールやガード
パイプの現場打ち連続基礎をプレキャスト製品化し、緊急工事に対応することが出来ます。
この製品は自転車のチェーンをイメージし、現場に合ったカーブに自在に対応できるプレ
キャスト連続基礎ブロックです。

ガードレール自在Ｒ連続基礎のブロック施工

○連続した基礎として衝突に対して抵抗するため
安全性が高くなります。

○設置間隔が決まっているため施工が容易です。
○丸みを帯びた端部形状によりカーブ施工が容易
に行えます。

○ボルト連結のため道路の修繕時に撤去・移設し
再利用が出来ます。

端部L

阪神国道事務所（兵庫県）

端部U

対面通行での事故は長時間道路を遮断します。
正面衝突は大惨事につながります。
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中讃土木事務所（香川県） 徳島河川国道事務所（徳島県）

使用例

●橋梁の上に設置する場合

対面通行での事故は長時間道路を遮断します。
正面衝突は大惨事につながります。
対面通行での事故は長時間道路を遮断します。
正面衝突は大惨事につながります。

●視線誘導として設置する場合

●トンネル内に設置する場合

飛び出しは大きな事故となります
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規準の改定

車両用防護柵の設置の主な目的

適用条件

高速自動車国道
自動車専用道路

その他の道路

80km/h以上
60km/h以下
60km/h以上
50km/h以下

道路の区分 設計速度

A種ガードレール

B種ガードレール
C種ガードレール

防護柵種別

A型

本製品の適用ガードレール自在R連続基礎は、
防護柵の設置基準・同解説
（平成20年1月、社団法人 日本道路協会）
車両用防護柵標準仕様・同解説
（平成16年3月、社団法人 日本道路協会）
に準じて設計を行っております。

A、B型
A、B型

平成16年3月
に改定

❶ 車両の路外への逸脱による
乗員の人的被害の防止

●景観形成に配慮した防護柵の整備。

●支柱式基礎の背面土量の算出方法。
●連続基礎の設計方法。

❷車両の路外などへの逸脱による
第三者への人的被害の防止

主な改定ポイント

防護柵の設置基準 車両用防護柵標準仕様

防護柵の設置基準・同解説

社団法人　日本道路協会

平成20年1月

車両用防護柵標準仕様・同解説

社団法人　日本道路協会

平成16年3月
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A型
基  本
端部AN
端部BN
基  本
端部AN
端部BN

B型

630

400

450 1150
1815
1975
1275

1965

1700

1202
820
883
778
556
547

450

規格寸法（mm） 参考質量
（kg）

B H Ｌ
規格

規格

参考延長一覧表

平面図

側面図

B B B
H

L

H

L

H

L

基本 端部AN 端部BN

500 100010001000 5001000

※製品の仕様・内容につきましては品質改良のため予告なしで変更する場合がございます。
※A型は偏心タイプも対応可能です。
※A種についてはお問合せください。

断面
B種
・
C種

計算上の必要延長

30kN

14m（基礎延長は15mとなります） 33m

400

250

45
0

630

375

45
0

衝突
条件

衝突
荷重

断面A種

計算上の必要延長

A型 630×450 B型 400×450
自在R連続基礎

55kN

26m（基礎延長は27mとなります）

630

375

45
0
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曲線施工割付図

ブラケットの設置

やじろべぇ式支柱建て込み工法
やじろべぇ金具により、

支柱簡単施工！

置き式の場合は間隔材（ブラケット）を取り付け、ガードレールを基礎ブロックより前面に出してください。

やじろべぇ金具を支柱に取り付けて、製品にあらか
じめ設けてある切り込み溝に差し込むだけで、簡単
に支柱の位置を決めることができます。
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土木一般世話役 
特殊作業員 
普通作業員 

ガードレール連続基礎 
ホイールクレーン賃料 

諸雑費 
4.9t吊

人 
人 
人 
個 
日 
% 

0.21
0.42
5.00
0.21
4.00

0.21
0.14
0.28
5.00
0.14
4.00

0.14
名称 規格 単位 A型 B型 摘要 

注）メーカー歩掛りを採用しています。 

（10m当り） 
設置歩掛り 

施工要領 

中讃土木事務所（香川県） 岡山国道事務所 R180（岡山県） 

浜田河川国道事務所（島根県） 国土交通省（高知）

製品端部が重なるようにブロックを設
置します。 

専用治具にてボルト（M27）を締め
付けます。 

ボルト固定後の製品接続部拡大。 
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